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＜連絡事項＞
・10/8（水）南病棟井水受水槽　断水時間8：00～11：00→断水箇所：・東B女子トイレ
　西病棟市水受水槽　断水時間9：30～15：30→断水箇所：東B風呂、東ABC全部、
　必要の場合には水タンクを準備しますので、必要時はご連絡下さい。


＜入室状況＞
【入院】
・長根　とし子様～東病棟合併症室へ医療保護入院となる。

【転入】
・飯岡　未来様～西病棟Bユニット23号室から東病棟Bユニット1号室へ転入となる。

【転出】
・松原　千積様～東病棟Bユニット1号室から西病棟Bユニット26号室へ転出となる。
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＜患者様連絡事項＞
・寺井　恵利子様～不穏興奮著明で詰所ドア叩き頻回で服薬拒否。柞木田Drへ状態報告し指示にてジプレキサ筋注10mg　1A筋注施行。 以降も拒食拒薬あり、本日のみ拒薬時スキップ可の指示あり。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前午後1時間ずつの開放観察指示あり。開放観察中は他室侵入繰り返し迷惑行為あり、早めに開放観察終了としている。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・藤井　崇史様～終日隔離中。自室で過ごし、不穏興奮や易怒性なく経過。対面時穏やか。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・長根　瞳様～身体拘束中。目立った不穏さなく穏やか。日中入浴実施している。拘束部位の循環障害や皮膚トラブルなし。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・下浅　光敬様～終日隔離中。8時～19時の開放観察指示あり。他者とのトラブルなく対面時易怒性は見られないが、やや自分本位な訴えが聞かれている。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

＜柞木田Dr診察＞
・磯嶋　茜様～スマホ使用許可あり。

・石橋 佐太史様～エビリファイ24mgにして、リチウム200mg開始。1か月間不穏興奮ない、拒薬ないのを確認して退院の話を進めていく方針。診察時Drからの何度もその説明をされ本人は了解している。

・和田 昌様～ノイロトロピン錠４単位 2 錠→ノイロトロピン錠４単位 3 錠へ。

・上野 佑華様～トリンテリックス中止。スマホ使用ok。←の状況で調子を崩さないか要観察。

・庭野 良広様～クエチアピン錠12.5mg 0.5 錠1T→クエチアピン錠12.5mg (0-0.5-1-0)へ。

・他指示や処方変更なし。

＜深澤Dr診察＞
・他指示や処方変更なし。


＜入院患者情報＞
日　　時：令和7年10月8日　12：09
  氏　　名：長根　とし子（ながね　としこ）様
　生年月日：昭和23年12月2日（76）
　病　　名：うつ病
　性　　別：女性
　主 治 医：金Dr.
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟合併症室

　＜経過＞
　令和6年5月に殺虫剤を飲む自殺企図行為を行い意識障害を認め、八戸市立
　市民病院救命科へ入院。入院中に同院精神神経科の介入を受け、うつ病の
　診断で薬物療法が開始。退院後は同院精神神経科への外来通院を継続して
　いたが、同年6月にはおっとも脳神経クリニックに転医。令和7年2月には
　脳梗塞を発症し、八戸市立市民病院へ救急搬送。脳梗塞のほか心房細動を
　認め、抗血栓薬や降圧薬が開始。その後、総合リハビリ美保野病院での療養
　を経て同年5月に自宅退院した。同時期より、意欲低下を認めるほか、自責的
　な発言や罪業妄想を口にするようになった。以後も著明な気分変動や自宅内
　で全裸で立ち尽くす等の行動を認め、自宅対応が困難となり、同年7月21日
　当院を受診、入院加療必要と判断され、症状改善と薬剤調整のため同日当院
　へ医療保護入院となる。 入院後他室侵入、帰宅要求、奇異行為繰り返し落ち
　着かずにいたが薬剤調整後徐々に精神症状安定し、8月上旬より奇異行為や
　妄想言動も落ち着き外泊訓練を経て、令和7年8月27日自宅退院となる。
　しかし通院先として別利用機関の提案をしており、その間までの当院外来対応
　することとなっていた。9月24日八戸市立市民病院より連絡あり。本人が農薬
　をのみ、同院へ救急搬送されている。身体状態の回復とともに精神状態に対し
　ての加療目的にて、東病棟合併症室へ医療保護入院となる。
